
報告事項 イ 

 

 

全国高等学校ビブリオバトル鳥取県大会の結果について 

 

 

全国高等学校ビブリオバトル鳥取県大会の結果について、別紙のとおり報告しま

す。 

 

 

 

 令和２年１月１５日 

 

 

 

鳥取県教育委員会教育長  山 本 仁 志 



 

1 

 

全国高等学校ビブリオバトル鳥取県大会の結果について 

令和２年１月１５日 

図書館 

本を主体としたコミュニケーションゲームであるビブリオバトルを通じて、高校生の表現力・コミュニケ

ーション能力の養成を図るとともに、高校生の読書推進と学校図書館の活用を目的として、下記のとおり大

会を実施した。 

1. 日時 令和元年１２月８日（日）１３時～１６時３０分 

2. 会場 倉吉体育文化会館 ２階 大研修室他  

3. 出場者 県内高等学校等１２校の生徒 計２０名（下記は内訳）*参加は各校２名以内 

             （＊参考…平成３０年度 １６名 平成２９年度 １４名） 

出場校 出場者数 出場校 出場者数 

鳥取東高等学校 2 米子東高等学校 1 

鳥取西高等学校 2 米子南高等学校 1 

鳥取商業高等学校 2 青翔開智高等学校 2 

倉吉東高等学校 2 湯梨浜学園高等学校 1 

倉吉総合産業高等学校 2 倉吉北高等学校 2 

鳥取中央育英高等学校 1 米子工業高等専門学校 2 

4. 結果    チャンプ本『神々の山嶺上・下』（/夢枕獏 著 集英社）発表者：鳥取商業高等学校 

   ＊チャンプ本の発表者は令和２年１月２６日（日）によみうり大手町ホール（東京都千代田区）にて 

    開催される「第６回全国高等学校ビブリオバトル決勝大会」に出場。 

5. 発表本 （チャンプ本：◎、予選チャンプ本：〇） 

会場 番号 発表本（タイトル / 著者名. 出版者名） チャンプ本 発表者所属 

予選

① 

1 『君を愛したひとりの僕へ』/乙野四方字・早川書房  倉吉総合産業高等学校 

2 『ららのいた夏』/川上健一・集英社 〇 鳥取商業高等学校 

3 『ヤバイ鳥』/ワクサカソウヘイ・エイ出版社  米子東高等学校 

4 『十角館の殺人』/綾辻行人・講談社  米子南高等学校 

予選

② 

1 『奇跡のリンゴ』/石川拓治・幻冬舎  倉吉北高等学校 

2 
『ばんとう』/ 

松本薫・鳥取県立鳥取中央育英高等学校同窓会 
 鳥取中央育英高等学校 

3 
『フェルマーの最終定理』/ 

サイモン・シン/著 青木薫/訳・新潮社 
〇 鳥取西高等学校 

4 『かがみの孤城』/辻村深月・ポプラ社  湯梨浜学園高等学校 

予選

③ 

1 『悪魔の辞典』/中村徹・遊泳舎  倉吉東高等学校 

2 『晴天の迷いクジラ』/窪美澄・新潮社  鳥取東高等学校 

3 『大事なことほど小声でささやく』/森沢明夫・幻冬舎  青翔開智高等学校 

4 『妻を殺してもバレない確率』/桜川ヒロ・宝島社 〇 米子工業高等専門学校 
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予選

④ 

1 
『最短の時間で最大の成果を手に入れる超効率勉

強法』/メンタリスト DaiGo・学研プラス 
 米子工業高等専門学校 

2 『神々の山嶺 上・下』/夢枕獏・集英社 ◎ 鳥取商業高等学校 

3 『神様の御用人２』/浅葉なつ・ＫＡＤＯＫＡＷＡ  鳥取西高等学校 

4 『54 字の物語』/氏田雄介・PHP 研究所  倉吉総合産業高等学校 

予選

⑤ 

1 『超動く家にて』/宮内悠介・東京創元社 〇 倉吉東高等学校 

2 
『約束の花が咲くとき、僕がきみの光になる』/ 

高倉かな・スターツ出版 
 鳥取東高等学校 

3 
『小説・秒速５センチメートル A chain of short 

stories about their distance』/新海誠・ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

 青翔開智高等学校 

4 『本と鍵の季節』/米澤穂信・集英社  倉吉北高等学校 

 

6. 所感 

高校生同士で読書への関心を高め合う新たな読書活動推進の場として、鳥取県予選は３回目の開催となっ

た。年々参加者は増えている。今回はビブリオバトル普及委員会代表の岡野裕行氏による講評として、読書

の定義やビブリオバトルの効果等について説明があった。合わせて、閉会式では「全国高等学校ビブリオバ

トル」の主管団体である活字文化推進会議（読売新聞社）の和田浩二氏による挨拶があり、近年読書推進の

一環としてビブリオバトルへの関心が高まっていることなども聞けて、発表の高校生だけでなく、一般観覧

者にとっても、本を通したコミュニケーションの意義について共有できる時間となった。 

閉会式後の交流会では、ボランティアスタッフの大学生も交えて参加者同士による本や読書に関する意見

交換が行われ、高校生にとって主体的な読書活動や本を通じたコミュニケーションにつながる場となった。 

 

7. 当日の様子 

            

 

          

 

 

↑決勝 

↑ビブリオバトル普及委員会代表 

岡野裕行氏による講評 

↑予選 

↑交流会 


